
 ID: 検査部位

 氏名： 検査日時

 生年月日：

食事制限

医師からの服用中のお薬の指示：

１、造影剤使用に関する問診
安全に検査を施行するため、下記の項目について記入をお願い致します。

１．過去に造影剤を用いた検査を受けたことがありますか？　　　　　　            ・

　　　Ⅰ）ある方は、どのような検査をお受けになりましたか？

（ ）

　　　Ⅱ）造影検査を行ったとき、副作用が出たことがありますか？

　　　　ⅰ）ある方はどのような症状でしたか？

（ ）

２．以下の病気、またはアレルギー性の病気や体質と言われたことはありますか？ ・

　　　Ⅰ）ある方は、どのようなアレルギーですか？

（薬剤名： ） （ ）

３．現在、ビグアナイド系糖尿病薬を飲んでいますか？ ・

　　  Ⅰ）服用中のお薬

（ ） （※検査前後48時間は要休薬）

４．過去に手術を受けたことがある方は、ご記入ください。

　　　　　手術歴： 年前頃（術式、手術を受けた部位など： ）

　　　　　体内に埋め込まれている金属または医療材料 （ ）

５．現在妊娠している、あるいは妊娠している可能性がありますか？ ・

◎造影CT検査　造影剤使用時の注意事項 　造影剤を使用される患者さまへ

(1)ヨード造影剤を注射したあとは、造影剤の速やかな排泄を促すため、水、お茶などの水分を

　 いつもより多く飲んで下さい。ただし、特に次のような場合は注意して下さい。

    1)医師により水分制限されている方は、医師の指示通りにしてください。

    2)ビグアナイド糖尿病のお薬（グリコラン・メルビン・ネルビス・メトグルコなど）を飲んで

      おられる方は、造影剤により腎　　機能が低下して乳酸アシドーシスを起こす場合がありますので、

      検査前48時間・検査当日・終了後48時間は、ビグアナイド系糖尿病薬の服用が中止となります。

      お薬を服用していない糖尿病の方も医師にお申し出ください。

(2)造影剤は静脈内に注射しますが、静脈には個人差があり、造影剤が血管外に漏れやすい体質の方が

   おられます。漏れた造影剤は、時間とともに吸収されますが、漏れた量によっては、必要に応じて処置を

   行う場合があります。

(3)造影剤の副作用として、検査後1時間～数日後に動悸や頭痛、蕁麻疹、発熱、吐気、めまいなどの症状が

   出ることがあります。これらの症状は自然に消失いたしますが、症状が続いたり、ひどい場合は

   来院されるか、下記にご連絡ください。

※その他、ご不明な点は担当医にお申し出ください。

造影CT問診・同意書

いいえ はい

いいえ はい

いいえ はい

いいえ はい

MRI DIP（腎尿路造影） DIC（胆嚢胆管造影） 血管造影 その他

ない ある

発疹 吐き気 くしゃみ 息苦しさ その他

腎臓病 糖尿病 テタニー 甲状腺機能亢進症 褐色細胞腫 心疾患 多発性骨髄腫

かぶれ 蕁麻疹 喘息 アトピー性皮膚炎 アレルギー性鼻炎

飲み薬、注射薬等のアレルギー その他

メルビン グリコラン メデット メトグルコ メルビス

その他

ない ある

CT

アレルギー性の病気・体質

・３か月以内のeGFR値

・または採血日

20 年 月 日予定



２、造影剤使用に関する同意
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．   目的と方法

      造影剤は内臓の状態や病気の性質を詳しく知るため画像に濃淡をつける薬剤で、病気の診断や治療方針

      を立てる上で大変有用になります。検査時に腕等の静脈から注射します。ヨード造影剤は安全な薬剤と

      いわれていますが、一定の頻度で以下に示した合併症や副作用が起こることがあります。

２．   ヨード造影剤使用に伴う合併症および副作用

     １） 軽い副作用

      かゆみ、発疹、発赤、悪心、嘔気、嘔吐

      100人に1人以下の頻度で起こりますが、通常は治療を必要とせず、翌日にはほぼ治ります。

     ２） 重篤な副作用

      血圧低下（ショック）、息苦しさ、かすれ声（喉頭浮腫）、急性腎不全

      約25000人に１人（0.004％）と稀ですが、入院の上治療が必要で後遺症が残る場合もあり、

      きわめて稀ですが約40万人に1人（0.00025％）死亡例の報告もあります。

     ３） 遅発性副作用

      頭痛、嘔気、かゆみ、発疹

      頻度は1000人に1人（0.1％前後）程度で、検査後10分以内がほとんどですが、稀に1時間から数日で

      発生することがあります。症状は軽度で自然に消失します。

     ４） 合併症

      造影剤が静脈外に漏れ、腫れ・痛みを伴う場合があります。ほとんどは時間が経てば吸収されますが、

      ごく稀に処置が必要になる場合があります。また、ほぼ全例で体が熱くなりますが、血管の刺激に伴う

      正常な反応で、心配はいりません。

３．   造影剤を使用することに対し注意が必要な患者様　(※該当する場合はお申し出ください)

      上記副作用の出現は、アレルギー体質で3倍、喘息の方で10倍多いと言われています。

      また、腎機能の悪い方、甲状腺機能亢進症（バセドウ病）、骨髄腫、テタニー、褐色細胞腫の

      ある方は病状が悪化する恐れがあり、ビグアナイド系糖尿病のお薬を服用している方は腎機能が

      低下する場合があります。

４．   造影剤の副作用の予測と緊急処置について

      当院では副作用に対応できる体制を整えて検査を行っており、緊急時には最善の処置を施行いたします。

５．   同意書撤回について

      この同意は検査施行までならいつでも撤回できますのでお申し出下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 同 意 書

 造影剤の使用に関する意義および注意事項、検査の必要性について説明を受け、

 質問する機会を得ました。造影CT 検査を実施する事に同意します。

        年    月    日 

  患者または家族・代理人の署名                            　   　[続柄:  　  ] 

        年    月    日 依頼・説明医師

2021年5月改訂

連絡先：新座志木中央総合病院 TEL048－474－7211 代表

平日時間内（9：00～18：00）は受診科へ

日祝日および診療時間外（18：00以降）は救急室へ


